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梅雨入りを機に、畜産経営環境保全の
調査・指導を開始

柳井農林事務所畜産部
平成23年６月８日

畜産経営を行う上で、家畜排せつ物の適正な処理は、環境対策のために重要な仕事で
す。また、家畜排せつ物から生産される「たい肥」は循環型農業を行う上で不可欠な資
材となっています。

このため、当所管内では、６～７月に家畜排せつ物の処理状況の確認と良質たい肥生
産の推進を図るために、畜産農家を巡回しています。

今年度も６月１日（水）から各市町と連携しながら調査・指導を開始しました。
調査時に気付いた点などについては、現地で管理者に指導を行い、環境問題の発生を

未然に防ぐように取り組んでいます。
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